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INTERVIEW キャンパスから実社会へ　
教員インタビュー

研究テーマは「人間と人工物との持続的なインタラクション」。人

が介在するなら何でも研究対象となり、ロボットとの対話、観光

地の課題解決アプリ、認知症患者の心を測る装置開発など、常に

社会との接点を重視した研究を行っています。学生自身の「好き」

や「なぜ」が、この研究室の出発点です。趣味の延長に思えること

も、学生一人一人と対話を重ねて興味を掘り下げ、自分だけのテー

マを見つけ出します。大きな特長は、机上の空論で終わらせない

こと。企業やデザイナーなど、社会を巻き込んだ実証実験は、学生

にとって「初めての試練の場」となるでしょう。しかし、答えのな

い問いに悩み、予期せぬ壁にぶつかりながら自ら解決への道筋を

立てる、そのプロセスを通して身に付くのは技術だけではありま

せん。困難をも楽しめる「たくましさ」と「自信」が生まれ、未来

を切り開く力となります。

ソフトウェアは、完成後も機能の書き換えが可能です。しかし無

計画に行うとプログラムのコードは複雑さを増し、不具合も発生

しやすくなり開発効率は大きくダウンします。いかにプログラム

の書き換えを最小化するか。そのために重要なのが「ソフトウェ

アアーキテクチャ」と呼ばれる、ソフトウェアの設計･構造を表す

概念です。その構築手法をさまざまに検討することで、社会にお

けるソフトウェア開発の効率性向上に寄与できると考え、研究を

行っています。本研究室には、ソフトウェアやアプリの制作に関

心の高い学生が多く、基礎となる考え方を身に付け、自分がつく

りたいものを明確に思い描き、実現できる能力が身に付くように

指導しています。開発の途上で自分に足りない知識や能力を自覚

し、吸収していく中で、何十年先も社会に通じる、高度な情報技術

が備わるでしょう。

生物の行動や運動をデジタルな「情報」として捉え、オカダンゴムシ

をはじめとした節足動物の歩行を高精度に計測・解析しています。こ

の研究室では、3Dプリンタなどのデジタルファブリケーションを活

用し、ANTAM・PiANTAM に代表される行動計測装置を独自に開

発しています。自作機器により節足動物の足運びや協調パターンを

詳細にデータ化し、従来困難だった「節足動物の3Dモーションキャ

プチャ」や「人と異なる身体性を持つキャラクタのモーション自動

生成技術」、「異身体性感覚インタフェース」の実現を目指していま

す。情報科学・工学・生物学の視点から生物の運動原理を分析し、そ

の知見をロボット工学やVR/AR へ応用する“知の統合”が研究の核

です。学生は、機器開発や解析手法の自作を通じて発想力や探究心を

育み、プログラミングや時系列データ解析、深層強化学習シミュレー

ション（Isaac Lab）を通して高い技術力を身に付けます。

家電製品には「組込みシステム」と呼ばれる特定の機能を実現する

ためのコンピュータシステムが搭載されています。それらは独自

のハードウェアやOSを有しており、近年はネットワークに常時接

続されることが増えてきました。私の専門は、そんなネットワーク

につながる組込みシステムのセキュリティに関する研究です。例

えば、自動車で使用されるシリアル通信プロトコル「CAN」の脆弱

性を探って問題点と修正案を提案したり、車載Ethernetの新規格

「10BASE-T1S」やサービス指向プロトコル「SOME/IP」など

を今以上に安全に利用するための仕組みを研究したりしています。

学生の皆さんには、企業との共同研究や実車両・実機を使った実験

を通して研究の楽しさを体感してもらいながら、情報セキュリティ

の技術・知識を基礎から着実に身に付けてもらいます。

 人間と人工物との 
 持続的なインタラクション 

 プログラム修正を最小限に抑え 
 開発プロセスの最適化を図る 

 生物運動の計測と 
 異身体性インタフェース 

 企業との共同研究や実験で 
 専門的な技術・知識を修得 

棟方 渚 教授

情報理工学科
専門分野：�生体信号、バイオフィードバック、

インタラクティブシステム

荻原 剛志 教授

情報理工学科
専門分野：�ソフトウェア工学、オペレーティング

システム、データ圧縮アルゴリズム

井上 博之 教授

情報理工学科
専門分野：�組込みシステムセキュリティ、　　

インターネットセキュリティ

Profile : Profile :

Profile : Profile :

Topic : Topic :

Topic : Topic :

Outline : Outline :

Outline : Outline :

絵を描くのが好きで、コンピュータグラフィックスに興味を持ったことが情

報系に進学するきっかけに。学部生の時に人間研究に目覚め、それ以来情報

技術を駆使して人間理解を目指す研究に取り組んでいる。

長野県上田高等学校卒業。山梨大学を経て大阪大学大学院で学位を取得。同

大学在籍時にmacOSの前身であるNeXTコンピュータシステムに関わる。

以来、UNIX、macOS、iOSといったソフトウェア開発に取り組んでいる。

幼少期から好奇心旺盛で「ドラえもん」が好きだった。大学時代に「ヒトや生物

の感覚知覚メカニズム」の不思議さに魅了され、研究に没頭。以来、感覚と技術

の融合に興味を抱き続け、新しい価値を創出する研究に情熱を注いでいる。

在阪メーカーにてインターネット通信機器の研究開発に携わる。在職中に

学位を取得。東京のベンチャー企業を経て、広島にある情報系大学教員に。

本学で組込みシステムセキュリティ技術の研究開発に取り組んでいる。

詳細はWebへ

永谷 直久 准教授

情報理工学科
専門分野：�バーチャルリアリティ、行動生態学、 

認知工学、ヒューマンインタフェース
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幅広い学びを経験して

挑戦に抵抗を

感じなくなった

オムロン エキスパート
エンジニアリング株式会社 勤務

松田 千明 さん

コンピュータ理工学部 コンピュータサイエンス学科（現：情報理工学部）  2017年卒業

大学院 先端情報学研究科 先端情報学専攻 博士前期課程  2019 年修了

Q. 京都産業大学の学びの魅力とは？

Web から回路を組んでそれをソフトで制御する組込みまで、

幅広い分野を学べました。おかげで新しいことに挑戦する際

の不安やためらいがなくなったと考えています。他学部の授

業も履修できたので、興味があった心理学やビッグデータを

扱う際に必要とされる統計学についても学べました。

Q. 在学時の学びが現在のお仕事にどのように�
生きていますか？

現在の職場は幅広い分野の業務を扱っており、興味のある分

野にチャレンジできる環境です。各分野の人たちと関わる機

会も多く、学生時代の多岐にわたる学びが生きていると実感

することも少なくありません。今後は、独立している各分野

をつなげられる存在を目指したいと考えています。

・ I N T ERV I E W ・

開発現場で求められる、統計

や AI、プログラミング言語の

知識。在学中にこれらを学ん

だおかげで、無理なく業務に

取り組めています。知的好奇

心 を 満 た し た 6 年 間 が、今 に

つながっています。

学生時代の思い出

卒
業
生

GRADUATE'S
INTERVIEW卒業生紹介

SEMINAR & FACULTY
研究室&教員DATA

ソフトウェアの可視化・可聴

化・可触化
青木 淳 教授

専門分野：�ソフトウェア工学、プログラ

ミング言語、情報化学

行列計算の理論とアルゴリズ

ムの開発
赤岩 香苗 准教授

専門分野：応用可積分系

ヒトと機械をつなぐ技術の応

用研究
赤﨑 孝文 教授

専門分野：神経科学

インターネットミドルウェア

技術の研究開発
秋山 豊和 教授

専門分野：�インターネットミドルウェア、

分散システム、セキュリティ

共創型デザインとデジタル

ファブリケーション
伊藤 慎一郎 准教授

専門分野：�インクルーシブデザイン、デジ

タルファブリケーション、パー

ソナルファブリケーション

脳の情報処理および学習の神

経メカニズムの探求
伊藤 浩之 教授

専門分野：神経科学

IoT システムのセキュリティ

技術の研究開発
井上 博之 教授

専門分野：�組込みシステムセキュリティ、

インターネットセキュリティ

インターネットを活用した情

報システムの開発
大本 英徹 教授

専門分野：情報学

メディアインタラクション
水口 充 教授

専門分野：�ヒューマンコンピュータイン

タラクション、エンタテイン

メントコンピューティング

メディア知能〜人と共生する

AI 応用
宮森 恒 教授

専門分野：�マルチメディアデータ工学、

マルチモーダル AI

人間と人工物との持続的なイ

ンタラクション
棟方 渚 教授

専門分野：�生体信号、バイオフィードバッ

ク、インタラクティブシステム

新しいネットワークシステム

の設計
安田 豊 准教授

専門分野：コンピュータネットワーク

安全安心なコンピュータに関

する研究
吉村 正義 教授

専門分野：�デ ィ ペ ン ダ ブ ル コ ン ピ ュ ー

ティング、ハードウェアセキュ

リティ

人工知能を活用したスマート

シティの構築と交通安全支援

の最適化
栗 達 准教授

専門分野：�機械学習、知能工学、マルチメ

ディアデータ解析

脳視覚情報処理、視覚インタ

フェース、コンピュータビジョン
田中 宏喜 教授

専門分野：�視覚神経生理学、視覚心理学、

視覚計算理論、視覚工学

ソフトウェア開発支援およびソ

フトウェア保護に関する研究
玉田 春昭 教授

専門分野：�ソフトウェア工学、ソフトウェ

アセキュリティ、ソフトウェ

ア開発支援

データサイエンスとユーザ行

動支援
中島 伸介 教授

専門分野：�情報学、データ工学、情報推薦、

ソーシャルメディア分析

生物データ駆動型シームレス

インタラクションデザイン
永谷 直久 准教授

専門分野：�バーチャルリアリティ、行動

生態学、ヒューマンコンピュー

タインタラクション、バイオ

インスパイアードシステム

コンピュータアーキテクチャ

および並列処理に関する研究
新實 治男 教授

専門分野：�情報工学、コンピュータアー

キテクチャ

セキュアで信頼性の高い分散

システムの研究
林原 尚浩 教授

専門分野：�ディペンダブルシステム、シ

ステムセキュリティ、分散ア

ルゴリズム

近未来スマートハウスとイン

タラクティブメディア
平井 重行 教授

専門分野：�ヒューマンコンピュータイン

タラクション、ユビキタスコン

ピューティング、音楽情報処理、

生体情報計測、センサ応用

計算知能に関する研究
岡田 英彦 教授

専門分野：計算知能

個人の幸福感の向上を支援す

る感性情報システムの研究
荻野 晃大 教授

専門分野：感性情報学・感性工学

ソフトウェアアーキテクチャ

の構築手法に関する研究
荻原 剛志 教授

専門分野：�ソフトウェア工学、オペレー

ティングシステム、データ圧

縮アルゴリズム

人間の脳認知情報処理
奥田 次郎 教授

専門分野：�脳認知情報処理、非侵襲脳活

動計測

次世代音声音響処理システム
川村 新 教授

専門分野：�信号処理、音声音響処理、ハー

ドウェア開発

制御システムセキュリティ、

インターネット工学
小林 和真 教授

専門分野：�制御システムセキュリティ、

インターネット工学

（1 ）�知的活動を支援するソフ

トウェア

（2 ）数理論理学とその応用
小林 聡 教授

専門分野：理論計算機科学、数理論理学

センサネットワークとセンサ

ネットワークを活用したイン

タラクションシステム
瀬川 典久 教授

専門分野：�センサネットワーク、デジタ

ルファブリケーション
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詳細はWebへ

2026 年3 月現在
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ソフトバンク株式会社 内定

戸崎 友輔 
情報理工学科 2024 年卒業
大学院 先端情報学研究科 先端情報学専攻 博士前期課程 2 年次 

（大阪府・追手門学院高等学校出身）

京セラコミュニケーションシステム
株式会社 内定

田中 梨沙 
情報理工学科 ４年次 （京都府立南陽高等学校出身）

Q. 情報理工学部を選んだ理由は？

1年次秋学期から始まるコース選択制度に魅力を感じたからです。

入学した当初は情報セキュリティに興味を持っていましたが、

学びを進める中でデータサイエンスの可能性と面白さに気付き

ました。興味の変化に合わせ、幅広く、そして深く学ぶことがで

きる環境は、この学部の大きな魅力だと思います。

Q. 大学での学びや経験が卒業後のキャリアにど
のように役立つと考えていますか？

実験や研究で試行錯誤を繰り返す中で、困難に粘り強く向き

合うことの大切さを学び、課題解決能力を養うことができま

した。また、柔軟に専門分野を選べる環境を生かして AI の専

門知識を身に付けることができ、内定先での新しいサービス

の企画・創出に生かしたいと考えています。

・ I N T ERV I E W ・

・ I N T ERV I E W ・

データ工学と情報マネジメン

トに関するフォーラムに参加

しました。英文法の選択肢問

題において、誤った解答の選

択肢を自動生成する仕組みに

関する発表を研究室の友人と

行いました。

「 プロジェクト演習 」では、3 D

プリンタなどを駆使しケーキ

を 2 〜 10 等分に切り分ける機

械を開発。コンセプトから内

部の構造・プログラムまでチー

ムで考えて製作し、ものづく

りの面白さを実感しました。

柔軟に学べる環境の中で

自分が目指すべき道を

見つけた
学生時代の思い出

学生時代の思い出

機
械
制
作
や
W
e
b
ア
プ
リ
開
発
、

学
会
発
表
な
ど
多
彩
な
経
験
が
強
み
に
な
っ
た

内
定
者

内
定
者
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資格 就職先 業種割合

資格受験専門学校による講義を、特別価格で受講できます。講師は実績

のある専門学校の受験対策スペシャリスト。資格サポート室とタッグを

組み、資格・講座選びから合格まで徹底的にサポートします。

■基本情報技術者　■ネットワークスペシャリスト

■応用情報技術者　■データベーススペシャリスト

■エンベデッドシステムスペシャリスト

■情報処理安全確保支援士

取得を推奨している資格

98.9%

就職率〈情報理工学部〉
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学年混合チームで挑んだシンポジウム発表を通じて研究意欲が向上

4 年次在学時にデジタル制作・研究共創チャレンジプログラムを活用し、研究活動と学外での発表に

挑戦しました。私は大学院生と学部 1 年次生とチームを組み、Bluetooth 通信の安全性を検証。進

捗管理を行い、意識統一を図りながら研究を進め、その成果を福岡県で開催されたシンポジウムで

発表しました。チーム活動を通してマネジメント力が向上しましたが、シンポジウムでは多くの研

究者と交流する中でセキュリティ研究に関する知識が深まり大学院での研究意欲が高まりました。

共創チャレンジプログラム：学部・研究科の上級生のすぐれたデジタル制作・研究活動に下級生が参加し、チームとして学外発表する活動を支援する取り組み。

共創チャレンジプログラム

詳細はWebへ

CAREERS サポート
キャリア

就職先一例（50音順）

アークレイ

アルゴグラフィックス

アルプス技研

イシダ

内田洋行ITソリューションズ

NECセキュリティ

NECソリューションイノベータ

京信システムサービス

きんでん

コーエーテクモゲームス

コクヨ

島津トラスティック

スミセイ情報システム

ソニーネットワークコミュニケーションズ

タカラスタンダード

椿本チエイン

デンソーテン

ナブテスコ

阪急電鉄

日立ソリューションズ・クリエイト

富士ソフト

フリュー

マイナビEdge

三菱重工業

三菱ロジスネクスト

メイテック

LINEヤフー

2024 年度実績

※�授業では、試験で要求される知識を得ることが可能。�

資格は、該当検定試験に合格することで取得可能。

サービス業

22 .5％

製造業

情報通信業

18 .0％

43 .8％

その他 2 . 2%

建設業飲食店・宿泊業

金融・保険業

1 .1%
卸売・小売業

7 .9%
運輸業

1 .1%

1 .1%
公務 1 . 1%

1 . 1%

小笹 靖泰   大学院 先端情報学研究科 先端情報学専攻 博士前期課程 1年次 （京都市立紫野高等学校出身）

大学院進学率

「研究を究めたい」「専門性が必要な仕事に就き

たい」という学生には、技術者・研究者を養成す

る大学院への進学を推奨しています。

24.4% 2024 年度実績

Q. 内定につながった大学での学びや修得したスキルは？

「 脳科学 」、「 AI・データサイエンス 」、「 情報システム 」の 3 コー

スを選択し、幅広い領域を深く学ぶことができました。また、チー

ムで機械を製作する授業では協働力や課題解決力を磨くことが

できました。本学だから得られた多彩な知識・スキルが、システ

ムの企画・設計を行う内定先に評価いただけたと感じています。

Q. 就職先でどのように活躍したいですか？

卒 業 研 究 で は、隙 間 時 間 に 合 わ せ て 最 適 な ウ ォ ー キ ン グ 経

路 を マ ッ プ 上 に 表 示 す る Web ア プ リ を 開 発 し て い ま す。開

発 に 伴 い 学 会 発 表 を 2 回 行 い ま し た。そ の 中 で 身 に 付 け た、 

常にユーザー目線で考える姿勢やプレゼンテーション能力を

生かし、モバイル決済システムや航空システムの開発で活躍

したいと考えています。

2024 年度実績

※�就職先業種割合については、小数点第 2 位を四捨五入しているため、合計が
100 % とならない場合があります。

文部科学省に最優秀賞と認められたキャリア実習をはじめ、入学直後

から卒業まで多彩なキャリア形成支援プログラムを展開。低年次から

自分のキャリアを描く機会を設け、社会で生き抜く力を育てます。就

職活動では、約40人の専任スタッフが年間約12 ,000回の個別面談

を実施するなど、きめ細かにサポート。こうして培われる資質や能力

は、卒業生が就職した企業や社会からも高く評価されています。
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